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注意事項

1.試験開始の合図があるまで， この問題冊子の中を見てはいけません。

2.解答にあたっては，上記の科目から 1科目を選択しなさい。

3.解答はすべて別紙の解答用紙に記入しなさい。

4.試験終了後問題冊子・選択しなかった解答用紙は持ち帰りなさい。
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数学

次のI' JI'皿の設問について解答せよ。ただし， I' JIについては問題文中の

亡コにあてはまる適当なものを解答用紙の所定の欄に記入せよ。なお，解答が

分数になる場合は，すべて既約分数で答えること。

ー

〔1〕 次のようなゲームを考える。 2つの箱A,Bと．表の出る確率が異なる 3つ

のコイン Y, R, Gがある。箱Aには黄色のボールが3個，白色のボールが7

個入っており．箱Bには赤色のボールと緑色の ルが1個ずつ，白色の

ルが8個入っている。ゲームは以下の 2つのステップから

テップ1から開始する。

ステップ 1:箱Aから

ムはここ

ルを 1 け取り出す。それが白い

され，ス

ルのとき

る。取り出したボールが黄色のとき．「コイン Y」を 1

回だけ投げる。表が出る

できる。 るとステッ

Pで，表が出ると「ステップ2」に進むこと

2には進めず，ゲームはここで終了する。

ステップ2:箱Bからボールを 1個だけ取り出す。取り出した

白だと，ゲームはここで終了する。取り出したボール

ルの色が

とき「コイン

R」を緑のとき「コイン（；」を 1回だけ投げる。投げたコインの表が出ると

賞金を獲得できるが裏が出ると賞金を獲得できずにゲームは終J]する。コイ

ンRとコイン G る確率はそれぞれ (l-P)と(1-2p)である。

このゲームを 1回だけ行う（、ただし、
1 

pは O<p<ーとする。
2 
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(1) ステップ2に進める確率は［ロニ］である。

(2) 赤いボールを取り出し，賞金を獲得できる確率は［ロニlである。

(3) ステップ2に進んだことが分かっているときに，賞金を獲得できない確

率は［こ］である。

(4) 賞金を獲得できる確率は［ロコである。

(5) 賞金を獲得できる確率［口：］を最大にする Pの値は［口こ］である。

〔2〕 座標平面上の 3点A(2, 4), B(ll, 7), C(9, 11)を通る円がある。

2点A, Bを通る直線の方程式は，y=［三二lであり，線分ABの垂直ニ
等分線の方程式は，y=［ロコである。

3点A,B, Cを通る円の方程式は

(x -［こ］）2+ (y -［こ］）2=［こ］となり，
直線y= ax + 4a + 7がこの円と接するとき， a=［口こ］， ［ここ］とな

る。ただし＇ ［ロニlく［こ］とする。
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〔3〕 OA = 3, OB= 2である△OABがある。また， 6バ＝;,0且＝；とする。

LAOBの二等分線と辺ABの交点を Cとするとき，

可＝二；十□□；
となる。また， OD=kOC(k>l)となる点Dをとり，線分BDとOAとが

平行になるとき， k=亡□である。
次に， 6E= to且(t> 1) となる点 Eをとるとき，
配＝ロコ；＋ロコ『

となる。また，直線ECと辺OAとの交点を Fとするとき，

可＝ ［口国となる。たたし＇［ロニ］，［~＇［ロコは必要に
応じてtを用いてもよい。

このことから，△ACFと△BCEの面積が等しくなるとき，t=［ロニlで
ある。
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（このページは空白）
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II バス停Aでは，バス停Aを始発としてバス停Bに向かうバスが10時00分出発．

10時20分出発， 10時40分出発，というように． 10時00分から 20時00分まで

20分聞隔で運行している。バスば必ず定刻に出発するものとする。バスの

員は50人とし，定員を超えて乗車することができないとする。

次の表 lと表2は，ある日の 15時台から 18時台の間にバス停Aに到着した

別にまとめた度数分布表である。

15時20分以降15

16時40分以降 17

45 さ

I 

表2

階級 l̀ 

50 

50 

55 18時40分以降19

なお，以下の問題については次のことを

• 15時00分より前にバス停Aに到着し

として考える。

15時00分出発までのバス

きている。

・バス停Aに到着した乗客はできる限り早い出発のバスに乗り，乗車は先にバ

ス停Aに到着した乗客から優先される。

・バスの出発時刻ちょう

には采れない。

バス停Aに した はその出発時刻のバス

・バス停Aに し は，バス るまでバス停Aを離れない。また，バ

スに乗った乗客はバス停Bまでそのバスから降りることがない。

51 



〔l〕 バス停Aに到着した 20分間当たりの乗客数の平均値は， 15時台と 16時台

の2時間においては［こ］人 17時台と 18時台の 2時間においては

仁人である。また．バス停Aに到着した 20分間当たりの乗客数の分散

を表lと表2のデータを用いて計算すると， 15時台と 16時台の 2時間におい

ては［三］， 17時台と 18時台の 2時間においては［ロニlである。

〔2〕 乗客がバス停Aに到着した時刻から，乗車したバスの発車時刻までの時間

を乗客の待ち時間として定義する。ただし，乗客がバス停Aに到着した正

確な時刻は記録されていないため，乗客がバス停Aに到着した時刻として到

着時刻の階級値を用いる。

例えば， 15時00分以降 15時20分より前にバス停Aに到着した乗客40人

は，全員この階級の階級値 15時10分にバス停Aに到着したものとする。こ

の40人は全員 15時20分に乗車できるため，待ち時間はそれぞれ 10分と考え

る。次に， 15時20分以降 15時40分より前にバス停Aに到着した乗客60人

については， 50人が 15時40分， 10人が 16時00分に乗車できるため，待ち

時間は 50人についてはそれぞれ 10分， 10人についてはそれぞれ30分と考え

る。

同様にして，各階級の乗客の待ち時間を確認していくと． 15時00分以降 17

時00分より前にバス停Aに到着した乗客の待ち時間の平均値は［口こ］分

17時00分以降 19時00分より前にバス停Aに到着した乗客の待ち時間の平均

値は［口］分， 15時00分以降 19時00分より前にバス停Aに到着した乗客

全員の待ち時間の平均値は［口］分である。

（次のページに続く）
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〔3〕 バスを運営する会社は乗客の待ち時間を減らす方策として, 17時20分出

発から 19時00分出発までの 6本のバスに限り，定員 60人の大堕バスを

する。この方策の効果を表1と表2のデータを用いて考えると， 15時00分以

19時00分より前にバス停Aに到着した乗客の待ち時間の平均値は［こ］

分となり＇ ［ロニ|分だけ減少することがわかる。また， 17時00分以降19

時00分より前にバス停Aに到着した乗客のうち，待ち時間が減少する乗客は

二人である。ただし。〔2〕と同様に乗客がハス停Aに到着した時

刻として到着時刻の階級値を用いること。

〔4〕 別の日に， スポーツイベント り， 15時00分以降15時20分より

前に 230人の乗客がバス停Aに到着する事態が生じた。この 230人の乗客の

ち時間の第3四分位数は□□分，四分位範囲はロコ分である。ただ
し，〔2〕，〔3〕と同様に乗客がバス停Aに到着した時刻として到着時刻の階

級値を用いること。
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皿 nを12以下の自然数とする。 p11=2l46-91; X lについて，次の問いに

ょ。

ただし．必要であれば log102= 0. 3010. logぃ3= 0.4771として計算すること。

〔l〕 P5 の約数の個数を求めよ。

〔2〕 P5を2つの自然数Kとlを用いて 2kX 10lと表す。

(1) kとlの値を求め． さらに． 2／1の一の位の数字を求めよ。

(2) たの桁数を求めよ m

(3) 凡の最高位の数字を求めよ

〔3〕 化の正の約数の個数をf(n)とする。f(n)が最大となるときの nの値を求

めよ。

〔4〕 P,1 となるときの n を求めよ。
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